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背景

内容

現状と
今後の
展開

参照画像各400枚、試験画像各30枚 試験画像各30枚

食品中に昆虫を発見した場合、いつどこで混入し
たのかを特定するためにも、その昆虫を同定する
必要がある。この同定には、高い厳密性が必要
な用途がある一方で、低額（無料）で気軽に利用
したいという要望もある。

画像認識
技術の
進歩

目標

写真を撮って
自動判別

 8種類の貯穀害虫を画像を用いて

判定するための、基盤技術を開
発した。

 参照画像に含まれる種類の昆虫
に関して、全体の正答*率は89%
であった。

 ただし、ノシメマダラメイガの正答
率は33%と極端に低かった。
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結果

試験画像に対する
参照画像の類似度

*最高類似度の画像が同じ種類の害虫である場合
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判別システム

 現状では、技術的な問題に加えて、セキュ
リティ上の問題があり、本格的なサービス
を提供できない。

 画像認識技術の進展を継続して監視する。
 参照用画像を充実させる。
 提供するサービスの形態を検討する。
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